
礼文島森林面積割合

山 

西海岸のお花畑 

 島の西海岸を中心に、

風の影響で雪が積もらな

い箇所が出来上がるため

標高０ｍから高山植物が

約３００種自生し、花期

には眼下に素晴らしい眺

望が広がります。 

人工林 607ha 

 

天然林 

 2707ha 

 

無立木地 

 790ha 

 

その他 

 2357ha 

 

※礼文島面積 8133ha うち国有林 6461ha 

様々なトドマツ 

礼文島のトドマツは、場所により様々

な形状をしています。 

昔からの天然林が残る内陸部では、太

さ 30～40cmの立派なトドマツの森（左上

写真）がある一方で、風衝地では、まる

でハイマツのような地際に広がったトド

マツ（右上写真）を見ることができます。 

 

礼文林道沿いの造林地 

礼文林道沿いのササ地は、筋状に刈られてい

ますが、これらは造林地です。 

苗木を植える箇所だけを筋状に刈ることに

よって、作業の効率を高めたり、刈り残したサ

サにより苗木を風から守ったりしています。 

この林道沿いには筋刈りの造林地が約 22ha

あります。 

赤岩農道沿い 

の造林地 

         礼文島の北部はサ

サ原が目立ちますが 

それは薪材の伐り出 

しや、度重なる山火事（主に明治期）に

より「はげ山」となったものです。      

礼文島では、森を取り戻そうと各地で

植林が行われ、久種湖から赤岩にかけて

は昭和３０～５０年代に植えられた造林

地（トドマツやダケカンバ等）が広がっ

ています。 

レブンアツモリソウ 

礼文島固有種のランで、島内でも一部の

地域にしか自生しない希少種です。 

礼文岳 

礼文森林事務所 

管内概要 

 

 



礼文では多くの方が植樹に

取り組んでいます！ 礼文では多くの方が植樹に

取り組んでいます！ 

漁民の森植樹祭 

 香深漁業協同組合と宗谷森林管理署は、H18 年

度から「漁業協同組合の清流を守り豊かな海を育

むための森林づくり活動の推進に関する協定」を

結び、昨年度更新しました。毎年秋には、漁協女

性部が中心となり、お魚を殖やす植樹運動として

ミズナラなどの広葉樹を植えています。 

礼文町植樹祭 

 赤岩地区で礼文町民による植樹祭が毎

年行われています。 

風当たりの強い場所なので、三角枠型防

風柵で植栽地を囲っています。少しずつで

はありますが、樹木が育ってきています。 

礼文森林事務所 
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自然保護管理員 

 宗谷森林管理署で委託している自然保護管理員が鉄府のレブンアツモリソウ群生地

のほか、島内に散在する高山植物を盗掘から守るために巡視しています。また、観光

客へのマナー啓発にも努めています。 

  

礼文島自然歩道協働管理体制構築検討会の参画 

礼文町や環境省、NPO、旅館民宿組合等の関係者により、礼文島の遊歩道の協同管

理体制についての検討会に参画し、遊歩道の利用と付近の植生の保護についての話

し合いを進めています。 

高山植物等の保護のためには、行政だけではなく住民が主体となった取組が重要

です。 

 

グリーン・サポート・スタッフ 

 平成 19 年度より、森林保護員(通称:グリーン・サポート・スタッフ)２名が礼文森林事務所に

配属され、日々高山植物の保護・啓発活動や危険箇所の簡易な修繕等を行っています。 

具体的には、早朝パトロールの実行、観光客の方々へのパンフレットの配布、マナー啓発、海

岸の清掃など様々な活動を行っています。 

 

 

 

 



 

  

 

最北の国有林、礼文森林事務所をご案内します。 

 

礼文の森林あれこれ 

 礼文森林事務所の管轄面積 ６,４６１ha （１haは１０,０００㎡） 

※礼文島（８,１３３ha）の約８割が国有林  

  国有林を５つのタイプに分けて管理しています。 

   山地災害防止（土砂流出崩壊防備）タイプ ６４２ha  山地災害防止（気象害防備）タイプ １，３４３ha 

   快適環境形成タイプ０ha 水源涵養タイプ１，２６０ha 自然維持タイプ２，６０４ha  

森林空間利用タイプ６１２ha 

事業の紹介 

 森林整備 

 知床地区、香深地区、船泊地区、久種湖地区におい    

て森林整備を行っています。 

  地拵・植付・下刈・補植・保育間伐・歩道刈払い等の作

業を５月～10月にかけて実施します。 

 

 

 

高山植物の保護活動 

 礼文島は、数多くの高山植物が生育しており、手軽にそれらを楽しめるとあって多くの観

光客が訪れます。 

踏み込みや盗掘等から高山植物を守るため、ボランティアの方々や各行政機関と協力して保護活動を実施しています。 

 

治山工事 

 礼文島は、その独特な地形のため、頻繁に雪崩が発生したり、風化した岩壁が落石とな

ったりしますので、各種災害を防ぐよう、雪崩防止柵や土留め工、落石防止網工が施工さ

れています。 

 

境界巡検  国有林の境界を調べて回ります。 

地況林況調査   

森林の状況を把握し、今後の森林

の取り扱いに役立てます。 

 

その他  

「礼文の森から」の発行：礼文の自然情報、国有林野事業、イベント等を載せています。 

 

事務所所在地 

〒０９７－１２０１ 礼文郡礼文町香深字ヘウケトンナイ  TEL＆FAX：０１６３－８６－１６０６ 

落石防止網工の施工箇所  

三 角 枠 型 防 風 柵     

風を弱め柵内に雪を溜め、

寒風から苗木を守る。 

間伐によって、１本当たりの

木が得られる光や養分が増え、

林内に適度な光が入るので下

草が育ちます。これによって土

壌が雨で流れるのを防いだり

生き物に住みかを与えたりす

るよ。 

下刈は、木が大きく育つため

に欠かせない重要な作業です。 

木の太さ等

を調べます。 何かございまし

たら、お気軽に森

林事務所までお越

しください☆ 

 


